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平成２４年度公益財団法人唐津市文化事業団事業報告 

 

Ⅰ 法人の概況 

 １ 設立年月日    

財団法人唐津市文化振興財団   平成２年１１月３日 

   公益財団法人唐津市文化事業団  平成２４年１１月３０日 

 

２ 主たる事務所 

   佐賀県唐津市西城内６番３３号 唐津市民会館内 

 

 ３ 定款に定める目的 

    本事業団は、悠久の歴史の中で育まれた唐津市の歴史的文化の継承及び振興

並びに市民の芸術文化活動の振興に資する事業を行い、もって創造性に満ち、

豊かで潤いのある地域の文化づくりに寄与することを目的とする。 

 

 ４ 定款に定める事業内容 

（１）芸術文化の創造、振興及びそのための施設の運営に関する事業 

（２）唐津に残る歴史的文化の継承及び振興に関する事業 

（３）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

 ５ 役員等に関する事項            平成２５年３月３１日現在 

役 職 氏  名 常勤・非常勤の別 担当職務・現職 

評議員 金嶽 隆義 非常勤 税理士 

評議員 古舘日登美 非常勤 佐賀県商工会女性部連合会会長 

評議員 稲葉 継雄 非常勤 元大学院教授 

評議員 都市右太雄 非常勤 社団法人唐津観光協会会長 

評議員 世戸 政明 非常勤 唐津市副市長 



 

 

 

   

平成２５年３月３１日現在 

 

 

 ６ 職員に関する事項            平成２５年３月３１日現在 

職 員 数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数 

男  性 １５名 ４ ５０歳 ３年 

女  性 ２６名 ３ ４０歳 ８年 

合計又は平均 ４１名 ７ ４４歳 ６年 

 

７ 所管官庁に関する事項 

   佐賀県 文化・スポーツ部 文化課 

 

 ８ 許認可に関する事項 

項  目 申請年月日 認可年月日 

なし ― ― 

 

評議員 池田 宏子 非常勤 大学講師 

役 職 氏  名 常勤・非常勤の別 担当職務・現職 

理 事 長 溝上 吉嗣 常勤  

常務理事 坂口 栄一 非常勤 唐津市教育部長 

理  事 志佐 惲彦 非常勤 唐津市文化財保護審議会会長 

理  事 佐伯 浩子 非常勤 唐津市地域婦人連絡協議会会長 

理  事 牧川 洋二 非常勤 唐津曳山取締会総取締 

理  事 大塚  稔 非常勤 唐津市教育長 

理  事 真子 幸夫 非常勤 からつ万葉の会会長 

監  事 福島 洸一 非常勤 元唐津市社会福祉協議会事務局長 

監  事 坂口八重子 非常勤 税理士 



 

 

Ⅱ 事業の状況 

 １ 事業期間 

   平成２４年１１月３０日から平成２５年３月３１日まで 

 

 ２ 事業の実施状況 

   公益財団法人唐津市文化事業団は、地域文化の創造に寄与することを目的とし

て、事業期間中は、「唐津の歴史文化企画展」、「唐津ジュニア音楽祭」などの自主

事業をはじめ、補助事業である「サライ弦楽四重奏団コンサート」等、多くの市

民の協賛を得ながら芸術文化活動の振興に取り組むことができました。 

 また、唐津市から指定管理者の指定を受けて管理運営を行っている８施設につ

いて、効率的な管理運営を行うことにより市民並びに観光客へサービスに努めまし

た。 

 売店の運営事業では、曳山展示場、西ノ門館の売上減少もあり、１年間の売上

金額は、44,325,454円で前年度の売上金額 45,125,460円に比べ 800,006円の減少

となりました。 

 

（１） 文化振興事業 

ア 自主事業 

事業名 日時・会場 主な内容 参加人員 

城下町「からつ」俳

句コンクール 

 

平成２４年 １月 １日 

 ～    １２月３１日 

唐津城 

俳句コンクール審査・発表 

市民及び観光客を対象に

俳句の公募 

特選１句・入選３句 

佳作 16句 

１９１名 

唐津の歴史文化企

画展（末盧館） 

平成２４年１０月 ２日 

  ～  １２月 ２日 

末盧館 

企画展 「黄泉の国への贈

りもの」 

 

１，０１４名 

 



 

 

ふるさと万葉との

出会い事業 

 

 

平成２４年１２月２２日 

平成２５年 １月２６日 

２月２３日 

３月２３日 

唐津市民会館及び古代の森

会館 

万葉講座（４回） 

講師：東茂美（福岡女学院

大学 大学院教授） 

７５名 

平成２５年 １月２７日 

 

万葉だより発行 

発行部数１１３部 

１１３名 

旧高取邸 土蔵ギ

ャラリー特別展 

平成２４年１１月２０日 

  ～  

平成２５年 １月１４日 

旧高取邸 

特別展 「ほんの百年前～

その３～」―近代は近くて

遠い― ふたたび帽子 

５，４３２名 

サライみんなのコ

ンサート 

平成２４年１２月１６日 

相知交流文化センター 

コンサート 

アーティスト：相知ゴスペ

ル、相知ハーモニカメイ

ト、童謡サライ、ニコット

サークル、相知オカリナの

会、オブリガータ 

２５０名 

唐津の歴史文化企

画展（古代の森会

館） 

平成２５年 １月１６日 

  ～   ２月１１日 

古代の森会館 

企画展  「鬼がでたぁ

ー!!」 

～福はうち、鬼もうち～ 

５０名 

唐津ジュニア音楽

祭２０１３ 

平成２５年 ２月 ３日 

唐津市民会館 

ヴｫｰｶﾙ･ｵｰﾃﾞｨｼｮﾝ部門 

・小中学生の部 

（応募者２０名 出場者

１０名） 

・高校生以上の部 

（応募者２２名 出場者

６００名 

 



 

 

１０名） 

ﾐｭｰｼﾞｯｸ･ｺﾝﾃｽﾄ部門 

（応募者２８組 出場者

１２組） 

近代唐津の芸術文

化講演会 

平成２５年 ２月 ９日 

唐津市民会館 

小笠原長生と川村清雄 

―知られざる巨匠の名画

《御所車》― 

講師：松谷由香里（唐津市

近代図書館 学芸員） 

９５名 

まつらの姫達の宴 平成２５年 ２月２３日 

  ～   ３月１０日 

古代の森会館 

企画展 まつらにゆかり

のおひな様 

４，３９８名 

唐津のひいな遊び 平成２５年 ２月２３日 

  ～   ３月１０日 

埋門ノ館 

企画展 お雛様の展示、親

子で楽しむ昔の遊び体験

教室、お雛様絵手紙体験教

室、琴演奏、呈茶ｺｰﾅｰ、創

作花ｺｰﾅｰ、園児の作品展示 

５，３１６名 

旧高取邸見学会 平成２５年 ３月２３日 

  ～    ３月２４日 

旧高取邸 

見学会（４回） 

旧高取邸「春の知的探検」

～学ぶ・和む・親しむ～ 

１１名 

 

イ 補助事業 

事業名 日時・会場 主な内容 参加人員 

サライ弦楽四重奏

団コンサート 

平成２５年 ２月１７日 

相知交流文化センター 

サライ春色音楽会 

アーティスト：サライ弦楽

四重奏団、ひまわり合唱団 

１３０名 

 



 

 

（２） 博物館事業 

施設名 
２３年度利用者数 

(H23.4～H24.3) 

２４年度利用者数 

(H24.4～H25.3) 
対比（％） 

曳山展示場 70,582名 69,641名 99％ 

古代の森会館 3,877名 3,996名 103％ 

末盧館 3,571名 3,664名 103％ 

唐津城 110,279名 107,232名 97％ 

※当実績は平成２４年４月～平成２５年３月の年間のものです。 

 

（３） 施設の貸与事業 

施設名 
２３年度利用者数 

(H23.4～H24.3)  

２４年度利用者数 

(H24.4～H25.3)  
対比（％） 

唐津市民会館 95,135名 102,132名 107％ 

古代の森会館 2,077名 1,794名 86％ 

埋門ノ館 16,916名 16,719名 96％ 

相知交流文化センター 50,437名 50,769名 101％ 

※当実績は平成２４年４月～平成２５年３月の年間のものです。 

 

（４） 売店の運営事業 

施設名 
２３年度 収入 

(H23.4～H24.3)  

２４年度 収入 

(H24.4～H25.3)  
対比（％） 

曳山展示場 18,975,354円 16,914,201円 89％ 

西ノ門館 6,790,520円 5,459,550円 80％ 

唐津城 16,320,570円 18,929,339円 116％ 

冊子販売 28,300円 0円 ― 

宅急便手数料 7,000円 8,600円 123％ 

自動販売機手数料 2,976,926円 2,999,214円 101％ 



 

 

その他の収益 

（唐津城手数料収入） 
26,790円 14,550円 54％ 

合 計 45,125,460円 44,325,454円 98％ 

※当実績は平成２４年４月～平成２５年３月の年間のものです。 

 

（５） その他の事業 

施設名 
２３年度利用者数 

(H23.4～H24.3)  

２４年度利用者数 

(H24.4～H25.3)  
対比（％） 

西ノ門館 14,801名 14,898名 101％ 

旧高取邸 45,113名 41,241名 91％ 

※当実績は平成２４年４月～平成２５年３月の年間のものです。 

 

 ３ 重要な契約に関する事項              

契約相手方 契約期間 契約の概要 

唐津市 平成２４年４月１日～平成２９年３月３１日 唐津市民会館の管理運営 

唐津市 平成２４年４月１日～平成２９年３月３１日 古代の森会館の管理運営 

唐津市 平成２４年４月１日～平成２９年３月３１日 末盧館の管理運営 

唐津市 平成２４年４月１日～平成２９年３月３１日 西ノ門館の管理運営 

唐津市 平成２４年４月１日～平成２９年３月３１日 埋門ノ館の管理運営 

唐津市 平成２４年４月１日～平成２９年３月３１日 唐津城の管理運営 

唐津市 平成２３年４月１日～平成２６年３月３１日 相知交流文化センターの管理運営 

唐津市 平成２４年４月１日～平成２９年３月３１日 旧高取邸の管理運営 

唐津市 平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日 歴史民俗資料館の管理 

唐津市 平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日 旧高取邸等文化施設使用料収納事務 

唐津市 平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日 唐津市民会館等文化施設使用料収納事務 

唐津市 平成２４年６月１日～平成２５年３月３１日 唐津市文化施設等ネットワーク推進業務 

 



 

 

４ 理事会、評議員会に関する事項 

会議名 年  月  日 議事事項 

第１回臨時理事会 平成２４年１２月 ７日 1 評議員会の招集について 

2 公印規則の制定について 

第１回臨時評議員会 平成２４年１２月２６日 1 理事の選任について 

2 唐津市文化事業団評議員会運営規則の

制定について 

第２回臨時理事会 平成２５年 １月 ４日 1 公益財団法人唐津市文化事業団理事長

及び常務理事の選任について 

第３回臨時理事会 平成２５年 ２月 ８日 1 平成２４年度財団法人唐津市文化振興

財団事業報告について 

2 平成２４年度財団法人唐津市文化振興

財団決算について 

3 平成２５年度公益財団法人唐津市文化

事業団事業計画について 

4 平成２５年度公益財団法人唐津市文化

事業団予算について 

5 唐津市文化事業団評議員会の招集につ

いて 

第２回臨時評議員会 平成２５年 ２月２１日 1 平成２４年度財団法人唐津市文化振興

財団事業報告について 

2 平成２４年度財団法人唐津市文化振興

財団決算について 

3 平成２５年度公益財団法人唐津市文化

事業団事業計画について 

4 平成２５年度公益財団法人唐津市文化

事業団予算について 

5 唐津市文化事業団評議員会運営規則の

一部を改正する規則の制定について 



 

 

 

５ 正味財産増減の状況並びに財産の状態の推移          （単位：千円） 

事業年度 
21 年度 

3 月期 

22 年度 

3 月期 

23 年度 

3 月期 

24 年度 

11 月期 3 月期 

資産合計 109,446 109,991 112,565 160,309 128,974 

負債合計 19,069 17,140 17,283 62,201 24,801 

正味財産 90,377 92,851 95,282 98,108 104,173 

 

Ⅲ 法人の課題 

  本事業団は、歴史的、芸術的文化の創造・振興を実現するための文化振興事業、 

芸術文化活動拠点としての活性化、地域資源を活用したプログラム等の展開を目指 

すため次の項目を強化します。 

・市民へ芸術文化活動の情報発信 

・新たな芸術文化活動の開発、既存の自主事業等の拡大 

・財政基盤の強化へ向けた事業収入の増加 

・高い専門性を備えた人材の育成 

 

Ⅳ 株式保有に関する事項 

  保有なし 

 

Ⅴ 決算期後に生じた法人の状況に関する重要な事実 

  なし 


